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柿 本 和 彦 議 員（ 平 成 会 ） 質問方式：一問一答方式 

 

１ 文化財保護法の一部改正を活用した特色ある地域づくりへの取

り組みについて 

（1） 今回の文化財保護法の一部改正を受けて、尾道市文化財保護

条例を改正あるいは、新たな条例を制定する計画はあるか 

（2） 文化財保存活用計画の中で提示されている「（仮称）尾道市歴

史文化資源市民登録制度」の創設に関して、進捗状況はどの

ようになっているか。また、今後の計画については、どのよ

うに考えているか 

（3） 文化財保存活用計画で提案されている「文化財サポーター育

成事業」の進捗状況はどのようになっているか 

（4） 無形文化財の登録や無形の民俗文化財の登録を行っていく

際、メリット・デメリットをどのように整理しているか 

 

２ ＧＩＧＡスクール構想で始まったタブレットの活用について 

（1） 新年度になって、一人１台のタブレットをどのように活用し

ているのか 

（2） 学校外での活用について、どのような状況なのか？また、今

後、どのような利活用を考えているのか 

（3） タブレットの持ち帰り活用については、どのような状況なの

か 

（4） タブレット活用に関するルールは、どのようになっているの

か 

（5） スクールサポーターやＩＣＴ支援員の配置や活動状況はどの

ようになっているのか 
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３ With コロナにおける、地域と共にある学校づくりの推進につい

て 

（1） 尾道市内でのコミュニティスクールの指定に関して、これま

でどのような効果を上げているか  

（2） 地域との関わりを推進していく際、コミュニティスクールが

より有効に機能すると考えるがどうか  

（3） 近隣市でも相次いで設立されている義務教育学校に関して、

メリット・デメリットをどのように整理しているか  

（4） 義務教育学校のデメリットと言われている人間関係につい

て、小学校から中学校へ持ち上がりになっている学校につい

てはどのような対策を取っているのか  

（5） 全ての小中学校について、学校運営協議会を設置する学校、

いわゆるコミュニティスクールへ、そして、物理的、社会的

に移行が容易な小中学校については義務教育学校として設

置してはどうか  

（6） 義務教育学校にすれば、教科担任制が導入し易くなり、教員

の持ちコマ数の軽減や授業準備の効率化により、学校の教育

活動の充実、また、教員の働き方改革にもつながると考える

がどうか。また、授業の質の向上が望め、児童生徒の学習内

容の理解度・定着度の向上と学びの高度化を図ることも可能

になると考えるがどうか  

（7） 地域学校運営協議会を設置している向東小学校と向東中学

校を義務教育学校として設置してはどうか 
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